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W-iKnowde: ワークショップ理解のためのインタラクティブな学習道程管理
インタフェース
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概要. HCIはより良い人間とコンピュータの関りを実現するため，幅広い分野の知見を導入し研究課題に
取り組む分野である．WISSを始めとしたHCI分野のワークショップ・カンファレンスでは，幅広い分野に
基づく研究が報告される．そのため，初学者や関連分野から参加する研究者にとって，発表内容を理解する
ことは容易ではない．この課題に対し，我々は会議支援アプリケーション「W-iKnowde」を提案し WISS

Challenge として提供する．本アプリケーションは，ユーザが選択肢式の質問に繰り返し回答することで現
在の知識レベルを推定し，さらに聞きたい発表を登録すると，そのキーワードに基づいて理解に必要な背
景知識を特定する．これにより，各ユーザの知識状態と発表に関連する知識の依存関係を視覚的に提示し，
事前に必要な背景知識を効率的に学ぶことが可能となる．本アプローチは，ユーザが適切な準備を持って会
議に臨むためのサポートを提供し，HCI分野における学習プロセスの促進に寄与することを目的とする．

1 はじめに
Human Computer Interaction は，より良い人

間とコンピュータの関りを実現するため，幅広い分
野の知見を導入し研究課題に取り組む分野である．
WISSを主催する日本ソフトウェア科学会インタラ
クティブシステムとソフトウェア（ISS）研究会も，
その目的として以下のように幅広い研究者と議論の
対象を挙げている．

日本ソフトウェア科学会インタラク
ティブシステムとソフトウェア（ISS）
研究会は，GUI，アルゴリズムアニメー
ション，視覚的プログラミング，マルチ
メディア用言語，人工現実，CSCW，人
工知能，ロボティクスなど，人間と計算
機との様々なインタラクションの研究
者が集い，インタラクティブシステム
の構成原理／構成法，ソフトウェア技
術について議論することを目的とする
研究会です．[1]

このように，WISSを始めとしたHCI分野のワー
クショップ・カンファレンスでは，幅広い分野に基づ
く研究が報告される．しかし，幅広い分野にまたが
る発表は多くの背景知識を要求することとなり，初
学者や関連分野から参加する研究者にとっては内容
を理解することは難しくなる．
この課題に対し，我々は会議支援アプリケーショ

ン「W-iKnowde」を提案し，WISS Challenge と
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して提供する．参加者は本アプリケーションへアカ
ウントを登録し，選択肢式の質問に繰り返し回答す
ることで，現在の知識状態をW-iKnowde に登録す
る．その後，ワークショップ参加前に聞きたい発表
を登録すると，登録された発表のキーワードに基づ
いてW-iKnowde が理解に必要な背景知識を特定す
る．この「現在の知識」と「必要となる背景知識」
の情報を統合し，「内容理解に必要となるが不足して
いる知識」がその知識間の依存関係とともに提示さ
れる．これにより，初学者は事前に必要な背景知識
を効率的に学ぶことが可能となる．

2 関連研究：iKnowde[2]

iKnowdeは，ユーザ自身の目的に応じた学習の道
程をインタラクティブに生成し提示するインタフェー
スである．このインタフェースは，ユーザの目的達
成に必要な知識を効果的に提供することで，ユーザ
が効率的に学習を進めることを支援する．
iKnowde は，ユーザに対して特定の知識が目的

達成に「必要」か「既知」かを問う二択質問を繰り返
し提示し，その回答に基づいてユーザの学習内容を
徐々に構造化する．ユーザが達成したい目的にとっ
て必要かつ未知の知識が洗い出されると，最終的に
ユーザが学ぶべき知識が視覚的に理解しやすいスキ
ルツリーの形式で提示される．これにより，学習過
程が整理され，直感的に学習内容が把握できる仕組
みが実現されている．
評価実験において，iKnowdeがユーザのモチベー

ションや自己効力感を向上させ，適切なレベルで認
知負荷を調整する効果があることが示唆されている．
実験においては，アプリケーション開発分野のプロ
グラミング学習支援を題材に検証が行われ，学習過
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程が明確に提示されることでユーザが目標に向かっ
て進む意欲が高まり，かつユーザの学習において認
知負荷が適切な水準に調整されることが示された．
iKnowde が提示するスキルツリー形式の学習内

容の提示は，学習対象である知識が依存関係に基づ
き非巡回有向グラフで表現され，それが選択式質問
のインタフェースと組み合わされることで成立する．
そのため，iKnowde の評価実験で用いられていた
プログラミング学習支援の文脈に限らず，研究内容
の理解を目的とする場合にも適用可能である．ユー
ザが特定の研究分野において学ぶべき知識を段階的
に示すことで，初学者でも効率よく研究内容にアプ
ローチできるような学習支援を提供する手法として
応用可能である．

3 提案手法
関連研究にある iKnowde[2]のアルゴリズムを用

い，ワークショップやカンファレンスでの内容理解
を支援するアプリケーションW-iKnowde を提案す
る．W-iKnowde は，ユーザが会議内容のキーワー
ドに基づいた背景知識を効率的に獲得し，キャッチ
アップの進捗状況を管理できるインタフェースを提
供する．これにより，会議参加者が求められる知識
を事前に把握し，目的に応じた準備ができるよう支
援することを目指す．
W-iKnowde の基盤となる「知識依存グラフ」は，

教育機関における「科目」や「単元」，および最先
端の研究に対応する「キーワード」をノードとし，
それぞれの知識獲得の前提となる依存関係を表した
非巡回有向グラフである．過去の WISS の発表や
その他論文を対象に，その研究のキーワードに対し
必要な前提知識となる科目・単元を設定する．各科
目・単元にさらに前提として必要な科目・単元があ
る場合はその依存関係も同様に設定する．この設定
を複数の発表・論文に対して行うことで，HCI 分野
全体の知識依存グラフが徐々に構築される．この研
究分野とそれに対応する知識の依存関係の洗い出し
は，専門家へのインタビューを通じ構築し，最終的
にこれを統合することで分野全体の知識依存グラフ
を構築する．
W-iKnowde がユーザに必要な学習道程を提示す

る段階においては，分野全体の知識依存グラフから，
個人に対応した「必要性判定グラフ」「既知判定グラ
フ」をインタラクティブに構築し，両者を組み合わせ
ることにより個人に対応した知識依存グラフを提供
する．まず，ユーザに対して既知の知識を問う選択
肢式の質問を繰り返し提示し，ユーザがすでに持つ
知識を依存関係に基づき「既知判定グラフ」に落とし
込む．提示する選択肢式質問の選び方は iKnowde[2]
の手法に従う．次に，ユーザが興味のある発表を登
録することで，発表のキーワードに基づいて必要知

識を洗い出す．発表の各キーワードに対応するノー
ドを必要性判定グラフにおいて「必要」と設定する
ことで，全体の学習課題が確定する．この 2つのグ
ラフを統合することで，個人に対応した知識依存グ
ラフが完成し，スキルツリー状のインタフェースで
ユーザに提示される．このスキルツリーにより，ユー
ザは自身の知識状態を把握し，不足している学習内
容を確認できる．
W-iKnowde では表示されるスキルツリー状のイ

ンタフェースによって達成状況を管理することが可
能である．スキルツリーの提示画面では，ユーザは
UI上で自分の知識状況を更新し，どの知識がすでに
習得されたか，どれがまだ不足しているかを視覚的
に管理できる．この管理機能により，ユーザは自分
の学習状況をより正確に把握し，効率的にカンファ
レンスの準備を進めることが可能となる．

4 結論
発表内容の理解を支援するためのアプリケーショ

ンW-iKnowde を提案した．W-iKnowde は，ワー
クショップやカンファレンスにおける各発表に関連
する学ぶべき知識を効率的に提示し，管理できるイ
ンタフェースを提供するものである．これにより，
ユーザは必要な知識を容易に把握し，キャッチアッ
プに要する学習過程を視覚的に整理することが可能
となる．
今後の展望として，第一には学習にかかる時間の

見積もり機能の実装が挙げられる．これにより，ユー
ザは学習に必要な時間を計画的に確保できるように
なる．また，第二にはゲーミフィケーションを取り
入れることで，学習過程におけるモチベーションの
向上を図ることも検討している．スキルツリーとい
うインタフェースはゲームにおいて発展したもので
あり，ゲーミフィケーションを通じそのモチベーショ
ン維持・向上機能をより積極的に取り入れたい．こ
れらの拡張により，W-iKnowde は会議参加者の学
習効率をさらに高め，効果的な知識獲得を支援する
ことが期待される．
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